
 

 

 

ヌマトラノオ 

（サクラソウ科）➁ 
令和 5 年 6 月下期のみど

ころで紹介しているオカト

ラノオが丘で生育するのに

対し、ヌマトラノオは湿地

で生育します。 

大型のきのこで、傘は

20cm、柄が 30cm を超える

こともあります。 

  

クロスジギンヤンマ 

（ヤンマ科） 

胸部側面に黒条（くろす

じ）があるのが特徴で

す。 

ショウジョウトンボ 

（トンボ科） 

雄は全身が真っ赤です。 

コムラサキ（シソ科）➅ 

コムラサキが満開です。秋には

紫色の実を楽しませてくれま

す。 

ネムノキが見られます。➀ 

ツバメの巣があります。➃ 

コマツナギが咲いています。➆ 

コムラサキが咲いています。➅ 

ヌマトラノオが見られます。➁ 

クチナシが見られます。➄ 

カラカサタケが発生していました。➇ 

コマツナギ（マメ科）➆ 

和名は「駒繋ぎ」で、丈夫な植

物であるため、馬を繋ぐことが

できるという意味とされていま

す。きれいな花を咲かせます。 

オオシオカラトンボ 

（トンボ科） 

雄は濃い水色をしています。 

ちなみに、雌は黄色です。 

   

令和５年７月上期 

クチナシの花（アカネ科）➄ 

芳香がある花を咲かせます。ちょ

うどヒラタアブが来ていました。 
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ツバメの親子（ツバメ科）➃ 

今年は、天敵のカラスやヘビの害も

なく森の文化館で順調に生育してい

ます。（その後、彼らは無事に巣立

ちました。） 

ネムノキの花とマメコガネ  

花は長さ 8mm 程度の漏斗状です。雄しべが多数あ

り、花の外に長くつき出て目立ちます。ちょうどマ

メコガネが花に来ていました。 

コシアキトンボ 

（トンボ科） 
黒色で腹部の白色の部分が空

いている様に見えるため、こ

う名付けられました。 

開花時のネムノキ（マメ科）➀ 

枝先に淡紅色の花を付け、遠くからも良く

目立ちます。 

ネジバナ（ラン科）➂ 
自生する蘭（ラン）です。花が螺旋状（らせんじょう）に

咲くためネジバナと呼ばれます。花が巻く方向は右巻きも

左巻きもあります。 

ネジバナ➂は、園内

各所で見られます。 


